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論 文 内 容 ⑳ 要 旨

〔目的〕

近年の生殖医療技術 の進歩と普及に伴い
亭

多胎児の属産期管理が増 加する申で特に
、

五絨毛膜性２羊膜性双胎

（ＭＤ 榊ｉ荻）に合併 する双胎間輸血症候群ｔ納 航ｏｔ納 耐 蘭鵬ｆ鵬１ｏ狐ｓｙｎ曲ｏ鵬 （ΨＴＴＳ） の存在 が淫目される． 受血

児において観察される 心筋肥厚は
，

胎児心不全や出生後の心不全竺関連 し
壷

ＴＴＴＳの周産期予後を不良にする因

子であると考完られる． 未だ不明な点が多痔存在する受血児の心病変について病理学的検討を試みた，

〔対象およ び方法〕

１粥３～２００６年 の 挫 年 間に日本赤 十字社 医療 センタ ーに 入院 した多 胎娼１，五２６
名 につ いて、 同期 間の単 胎児

蝸 眺 名 と比 較し 醐ｏ施 雌ｙと ㎜脱ｂ１砒ｙを検討した．また
，

出生前後でエコー所昆な ど詳細 な情報が得られ
，

羊水

除去などの周産期管理を要 した重症 ＴＴＴＳ において亨 予後不良群と予後 良好群を批較検討 した． 死亡例は２３（受

血児１２
壷

供血鬼 Ｈ） 例 ありサ
剖検が許可さ れた７例の受血児を病理学的検討の対象あし亨 コ ント源一ル群と して

在胎週 数
王

体重が近似した剖検心を設定した
．

肉眼的所見と して心筋重量や心筋壁厚を
，

組織学的所見あして心

筋細胞径、 心筋細胞腫 大の有 無 単位面積あたりの心筋細胞数
，

間質の浮腫
，

グリコー ゲン沈着
亭

錯綜配列
，

心

内膜線維弾性症， 好酸性虚血性変化などを比較検討した．

〔結果〕

ＭＤ 鮒蘂が凄絨毛膜性２羊膜性双胎 （ＤＤｔ嚇ｎ） に比 し有意に生命予後が不良であることが判明した
． さらに

双ＴＴＳ の 存 在 が ＭＤｔｗｉ双 の 生 命 予 後 に 影 響 を 与 克 た． 重 症 丁ΨＴＳ で は そ の 発 症 時 期
亭

羊 水 量
，

出 生 前 管 理 期 間
、

在胎週 数宝出生体 蒐 新生鬼期合併症で生命予後に差が生じた．胎掘水腫の有無や心機能では有意差を認め なかっ

たものの亭
病理学的検討の主眼とした受血児の心筋肥厚は全例で観察さ れたことから胎内での ＴＴ囎 が慢性化 し

た所蒐 であるあ考えられた． 受血児群の心重量は正常心筋童量を大きく 上固り
言

心筋壁の肉 眼的討測で宝 コント

ロール群に比 し有意に厚い心筋壁を有するのみでなく
苧

組織学的計測 においても心筋細胞径 が大拳く
亭

かつ単位

面穫あたりの細胞数が少ないことが判 明した． 従来亨 心肥大の原因とされた間質浮腫や錯綜 配列な ど， その他の

検討事項は受血堀に特異的所昆とは言完なかった
．

〔考察〕

受血鬼の心筋壁肥厚 の原因としては心筋細胞の増生というより心筋細胞の肥大が主要な要因であると考完られ

た． さ らに
，

受晦児の心肥大は心内膜線維弾性症を伴うといった亭 胎内での高血圧や後負荷過棄頸状態を反映した

特 徴 を 有 し て い た． こ の 所 昆 は
，

生 後 は 前 負 荷 。 後 負 荷 過 乗顯か ら の 脱 却 に よ り
，

生 存 例 に お い て は 徐 々 に 心 筋 壁

肥厚の改善がみられる という遣跡緒果を支持する所蒐であった． 双胎の予後に影響を与完た ＴＴＴＳの心筋病理の

特徴が明らかにされたことは今後
亭

この疾患群に対する適切な治療の可能性 が示されるなどの臨床的意義を持つ．

〔結論〕

ＭＤ 耐ｉＲの予 後に影響 する ＴＴＴＳ でみられる 受塩児の心 肥大は胎 内環境を 反映 した心 筋壁馳厚 による もの
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７６

で
，

病理学的には心筋細胞の服大が主要な要因であると考完られた，

論 文 審 査 の 要 旨

本論文は
事

多胎児の予後不良因子と しての五絨毛膜牲２羊膜性双胎に発生する双胎間輸血症侯群（双ＴＴＳ）にお

いて享
受血児 における心筋肥厚の病理発生に関して形態学的に解析 し亨 臨床病理学 的意義を明らかにしたもので

あ る
．

受血児の心重量は対象群の心重量を上回り
亭

有意に心筋壁肥厚を認めた． 組織学的には左室
亭

右室ともに対象

群に比して心筋細胞径が大きく、 かつ亨 単位面積あたりの細胞数が少ないことから官 心筋細胞の肥大 が主要な要

因と考麦られた
．

その心肥大には心内膜線維弾性症を伴弓な ど受血鬼の胎内での高血圧や後負 荷遇乗螂状態を反映

した祷徴を有し
ヨ

これまで肥厚 の原因とされてき た間質浮腫や心筋細胞の錯綜配列
，

心筋細胞内のグリコーゲン

沈 着 は 特 異 的 所 見 と は い え な か っ た．

今回の緒果は
言

受血鬼の心筋肥厚の成因と特徴を明らかにしたことで亭
斑管拡張剤の使用 など

， ＴＴＴＳに対す

るより適切な周産期治療の可能性を示唆するもので
，

学術的価値ある業績＆認める，

髄
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論 文 内 容 ⑳ 要 旨

〔冒的〕

糖尿病性腎症の病態 には不明な点が多く， 多岐にわたると准察されている． 近年， 内臓肥満を病態の基盤とす

るメタ ボリックシン が砥一ムが
、

心臨管病およ び陵性腎臓病の両者に深く関与する可能性 が考えられている，
し

か し
，

糖 尿 病 患 者 に お け る メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー み お よ び 内 臓 肥 満 と 腎 症 と の 関 連 に つ い て は
，

こ れ ま で ほ 竺

ん ど 検 討 さ れ て い な い． 本 研 究 は害 日 本 人 ２ 型 糖 尿 病 患 者 に お い て
宇

メ タ ボ リ ッ ク シ ン 汽ロ ー ム お よ び そ の 構 成

因 子苧
と く に 内 臓 肥 満 と 腎 症 と の 関 連 を 明 ら か に す る こ と を 冒 的 と し た．

〔対象およ び方法〕

当科 通院申の
，

正常あるいは微量アルブミン尿期の成人９型糖尿病患者五
苧
Ｏ⑪３名（女性 捌 名

，
男 性５８２名亭 年

齢 ６２±１２ 歳 ［平 均 立 標 準 偏 差］）を 対 象 と し た．
血 清 ク レ ア チ ニ ン （Ｃｒ） λ 腕 墓／鋤 以 上 の 患 者 は 除 外 し た

． メ タ ボ

リ ッ ク シ ン ド ロ ー ぷ の 診 断 は
里

凄ｏ⑪５ 年 に 提 喝 さ れ た 日 本 人 に お け る 基 準 を 用 い た． 腎 障 害 の 指 標 と し て
ヨ

尿 申 ア

ル ブ ミ ン 。 ク レ ア チ ニ ン 比 （ＡＣＲ） お よ び 推 算 糸 球 体 濾 過 量 （ｅＧ 服 ） を 用 い， 微 量 ア ル ブ ミ ン 尿 お よ び ｅＧＦＲ

の 低 下 を そ れ ぞ れ ３⑪～２粥 胴蟹／蟹ｃｒ お よ び ｅＧＦ艮６０醐１加１が 〃３㎜
２ 未 溝 と 定 義 し た

。

〔緒果〕

微 量 ア ル ブ ミ ン 尿 を 有 す る 患 者 の 割 合 は， メ タ ボ リ ッ ク シ ン 汽ロ ー ム 合 併 群 で ３７．３％ で あ り亭 非 合 併 群 蝿．蟹％
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